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はしがき 
 
 
 
 2005 年度より、「場所の感覚」に着目して、その総合政策的検討プロジェクトを進めて
きた。このプロジェクトは、人社研 21 世紀 COE「持続可能な福祉社会に向けた公共研究
拠点」（以下「人社研 COE」）と密接に関連している。 
 人口減少・温暖化などに直面する先進国の社会は、成長を前提としない持続可能なシス
テムに切り替えていくための具体的な作業を緊急に必要としている。2004 年度に革新的学
術分野として採択された人社研 COE では、このような社会的要請に応えるべく、「福祉政
策と環境政策の融合」、「哲学的・思想的研究者と経験的・実証的研究者との協働」、「市民
社会との直接的な対話・交流」という三つの革新的な機軸を採用し、「持続可能な福祉社会」
の実現を図る教育研究拠点を目指してきた。 
 人社研 COE は、2008 年度に最終年度を迎えたが、人社研 COE において「持続可能な
福祉社会」の方向性が明確にされている。具体的には、持続可能な経済規模の実現と公正
な所得分配の確保については市場を通じた価格調整のみでは達成が困難であり、環境と福
祉の観点からの要請が活かされるように市場のルールを再構築する必要があること（経済）、
環境・福祉への配慮が行われるように「コミュニティ」を再生する必要があること（文化）、
公共的市民が政策決定に参加するような形でガバナンスを発展させることが必要であるこ
と（政治）という３つの認識が共通のものとなった。 
 ただ、この中で「コミュニティ」については、論者によってそれぞれ内容が異なりうる
ものであり、なかなか定義しづらい存在である。なぜコミュニティなのか。どのような時
間的空間的な範囲においてコミュニティが成立するのか。これらについては、さらに具体
的に検討していく必要がある。 
 この際に、よりどころの一つを与えるものが「場所の感覚」ではないかと考えている。
コミュニティの本質は相互の交流にある。これは人と人のみならず、人と場所との間にも
成立する。人の活動はその環境に影響を及ぼし、環境は人を育む。人と場所との相互関係
に関する過去からの履歴が成立している範囲において、その人はその場所の改変について、
いわゆるローカル・ナレッジを保有する者として、他の者よりも特別の位置づけを与えら
れるべきであるという考え方が成立するのではなかろうか。このようなローカル・ナレッ
ジは、政府によっても市場によっても十分に掬い上げることができないのではなかろうか。 
 本報告書では、「場所の感覚」をキーワードとして、理論的・実践的検討を加える 6 本
の研究論文を収録している。 
 倉阪論文は、「場所の感覚」とは何か、「場所の感覚」がなぜ持続可能性の確保につなが
るのかについて考察を進めたものである。 
 岸論文は、生態系の制約に対応する文明の創造（環境革命）に当たって、大地の凹凸を
基調とする自然ランドスケープの地図を個々人が持つことが重要であること、そのために
少年少女期の過ごし方が重要であることを主張する。 
 吉永論文は、ローカル・コミュニティを重視するか、グローバル・コミュニティを重視
するかという問題について、トゥアンの所論を引きながら、その両者を止揚する方向性を
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模索している。 
 加藤論文は、都市の形成史の中で空間の感覚がどのように変遷していったのかについて
とりまとめるものである。とくに、機能主義的な空間形成が失敗し、地域文化・地域経済
と密接に関連し地域感情の高揚がはかられるような都市づくりが進められてきている状況
が浮き彫りにされている。 
 角田論文は、「場所の感覚」の定義を詳細に検討するとともに、それをはぐくむ教育とし
て、水害ハザードマップづくりワークショップを提案するものである。 
 齋藤論文は、千葉市生涯学習センターが主催したアメニティマップづくりワークショッ
プについて紹介し、何がアメニティで何がディスアメニティとして認識されるのかについ
てとりまとめたものである。 
 「場所の感覚」に関するこれらの一連の研究論文によって、「場所の感覚」に注目するこ
との重要性が理論的考察、歴史的な必然性、それをはぐくむための具体的な取り組みの方
向性が示されたものと考える。 
 今後、さらにこの分野について具体的な検討が進められ、環境政策の原則レベルの概念
に高める取り組みが必要であろう。 
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